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2019 年に೔ຊで։࠵されたラάϏーワールドΧップで೔
ຊ代表がスϩーΨンにしていた「0N& T&AM」。ジΣイϛー・
ジϣηϑϔッドίーνが一体感のある組৫を໨指すためにൃ
したとされる。共௨の໨ඪに޲かい࿑ۤを共にしてきた஥間
だからこそ育つνームの一体感である。

1992 年から 4 年間，もう 30 年ۙくલのことになる。೤
ଳ農ۀ研究ηンターのࡏ外研究һとしてマレーシアに೿ݣさ
れた。൒ౡマレーシア๺੢部ケダーभにおかれたムダ農ۀ։
ൃி（MADA）には，Muda，Pedu，Ahning という̏つの
ダムからのᕲᕱਫを効率よくਫా஍ଳに導き，それをར用し
たҴ作ٕज़のීٴをはかるために，೔ຊからઐ໳Ոが೿ݣさ
れていた。ࢲがいた当時の೤研νームの՝୊はਫҴ௚೻ٕज़
の改善であった。農ܦۀӦ，農ۀਫར，ਫҴ栽培，雑૲๷除
の 4 ໊でසൟにଧち合わͤを行った。໰୊があれ͹νーム
の全һがಉ੮して意ݟを述べ合い，特に外部への対ॲが必要
な時にはその対応方਑を共有する。そのおかげか，ࢲのよう
なܦ験のઙい研究һでも外部に対する気構えだけはඋわって
いたようにࢥう。当஍の೤研νーム 0B により作成された「๺
അճ૝」というখ࡭子がある。そこに௲られたઌഐॾࢯの体
験ஊによると，೔ຊの農ۀ研究者が , アジアଠฏ༸஍Ҭのൃ
ల్্ࠃԉॿを໨的としたίϩンϘプランで࠷ॳにマレーシ
アに౉ったのはত࿨ 33 年，ࢲが生まれた年である。そのޙ
多਺の೔ຊ人がཱࠃ研究ॴ（MARD*）やେ学に೿ݣされ，
ਫҴ品種の育成などでେきな成果をあげてきた。೤研νーム
がܙまれた環境で࢓事ができたのは，௕年にわたりஙかれて
きた両ࠃ間の৴པ関係があったれ͹こそである。

マレーシアは多ຽ଒ࠃՈとして஌られる。マレー系，中՚
系，インド系の人々がそれͧれのफڭ，文Խ，׳शをकりな
がら生׆している。ࢲたちの事຿ॴでಇくݱ஍アシスタン
トにもそれͧれのຽ଒がいた。マレー系 4 ໊，中՚系 3 ໊，
インド系 3 ໊のアシスタントがۈ຿する多ຽ଒νームであ
る。事຿ॴ内では೔々ຽ଒のҧいを意識する。Ժやかなマレー
系の人々と接するとࣗ分がす͝く୹気な人間のようにࢥう。
インド系の人々のように্手に஻れないことでྼ౳感を感͡
たりもした。中՚系の人々からݟるとࢲたちはのΜͼりして

いるようにݟえるが，時に下手な೔ຊޠ混͡りのӳޠでまく
したてる。൴らにしてΈるとश׳やཱ場がҟなる೔ຊ人ઐ໳
Ոとの付き合いで相当な׉౻があっただΖう。それでもಉ͡
໨ඪのために࿑ۤを共にしたνームの஥間である。

࿩は୤ઢするが，中՚系のॅຽが多い঎ۀとޫ؍の֗，ϖ
ナンౡジϣージタ΢ンに科学ثػをѻうձࣾがある。ࢲたち
はよくそこから研究用のফ໣品をߪ入していた。あるとき
ൃ஫していた物品のことで相ஊがありຊࣾϏルに行ったとこ
Ζ，たまたま୲当者が不ࡏだった。ผの人に対応してもらお
うとしたが，そのձࣾでは物品の࢓入れから販ചまでࣾһݸ
人のࡋ量に೚されており，୲当者でないとԿもわからないの
だそうだ。ձ໊ࣾを؃൘にܝげたݐ物はあるが，その中਎は
。人঎ళの集まり，νϟイナタ΢ンのようだったݸ

2006 年 4 ݄に農研ػ構はそれまでの研究部・研究室の੍
度を排して，5 年͝とに研究՝୊をઃ定する研究νーム੍を
組৫全体に導入した。プϩジΣクトνームの؃൘が多਺ܝげ
られたのである。ॱ調に成果を生Έग़すνームもあれ͹，な
かなか成果がग़ないνームもある。特にνーム内で໨ඪが共
有できないと，νーム力がൃشされずݸ人པΈになる。一方
で，νームの࿮にଊわれない有ࢤによる研究άループもࣗવ
と生まれる。そこで研究のޱࢳがݟつかることもある。その
ようなバーνϟルな研究άループがその؃ޙ൘をܝげた正ن
のνームになることも多い。೔ຊ人は組৫から཭れて行ಈす
ることがۤ手なのかも஌れないが，組৫作りではܾしてւ外
の人にෛけない。一体感を෢ثにݸ々の能力を十分Ҿきग़し，
νーム全体としてྑい結果をもたらす組৫ӡӦも্手い方だ
とࢥう。ࢲがこれまでॴଐしてきたνームは，਺年͝とに研
究՝୊もメンバーもมわる਺人程度のখさなプϩジΣクト研
究νームであった。࠷ॳに述べたラάϏー೔ຊ代表νームと
は全くผ物であるが，一体感がಘられるようにνームがӡӦ
されているとこΖはࣅている。
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